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甘藷の苗床か ら収穫 まで
甘 藷 の 気 侯

汁.絹は中央7メT)カの原産といわれ､It:鹿 を好む(乍物

であり､その栽培には気温､R照､雨-ff{等が及ぼす影繁

は大き (ヽ｡

け,:R･の栽培は熱帯文は亜熱帯地方に竜として行われ温

･HlJ,;(軸部において最も蒐適してV,るoRAでは関東地ノ)や

)L川で盛んに栽培され北陸や鹿北地プJ-には少い.

t/小靴の気温は年平均22oCであり､月平y-1は最低1月及

び2月の16oC､最高は7日8月の27oC余 りで11月から2月

までの4ケ月間を除いては何れの月にも締付けられ､u'k'
(乍に怨まれた気温であるO

降雨は柏付ける侍に寂も必礎でその州の降水｣;(の多少

は E-I.jdの柄′i-∫.･とその後の生育にもたらす形響:,ま大きvlo

R照につV,ては根付きJ'7時余 り照らないノjが活応によい

1!rlち 楠付には E･/JIiに潤V,があってその枝も丑大が23Fl

軌けば確感的である｡

牡官邸には過当の日照が必要で､極端な日昭は辛魅を

掘き､茎楽の伸長か妨げられるO父降雨か粍くと土壌は

多湿となり､笛は徒長し､同化(乍用か妨げられ､譜の形

成は l･分に行われない｡適度の日照と土壌を乾燥させな

V,粒度の降雨かしぼuまあるのが望ましい｡
JJモ鼎糊におV,ては適度の日照は詔の成熟を促し､品質

をよくするか､収憧期の過湿はl'謡の惜敗を年じ易いo

甘 藷 の 苗 床

挑球では年中u甥 がLrZ育するので農家では一般圃場か

ら指節してV,ることが多vlo頗る簡単で手数を零しなV,

から便利であるがその増収をあげるためには､先づ苗床

を.設けて挺良な了占-を育成することが肝嬰である0
人Jmからの探苗は畑を踏み荒らし､採常に時間かかか

るのみでなく､苗が揃わないのでその収右とも少＼へ 父度

の々瀬摘Tはム畑ID収量を減ずることにもなるO殊にバイ

ラス'hT窮地鰐では本畑1から0:採灯をさけて無病地帯から

佃良な稀こ書抜を取 り寄せて苗lJiをlf･:り､それから健全苗を

-搾って旭付けることは頗るJe敬であるoその他の病害虫

につV,ても苗IRから採った芯よりもA仰からの笛はその

碓Ll†率は大きvl.苗床は小両紙で足 りるので手入れが行

きIrliき､揃ったよV,苗を得ることカできる｡また､稀.:h}

.'J:伏込み前に良V,二宮のみを撰ぶので､品博劣密の懸念も

少く､病告虫の被膏も少V,｡従って甫IL=を設けた場合は

itlllJJlする紙製となるo参Jj-のため搬前沖札で行なオオLた

上柚 ',E.Ill-(TLTlkで育てた苗)と舶川.LTu■(ム脚からの7占■)

の比憤FJk寺L'tuD例をあげてみよう｡

(数乍は107-ル､j'Iの収:l主Kg)

旧垢とjヒJ諾試場i
5ケ年平均

rrlu.LlrLIi是倒､千･k:_ヶ年JI'=句

共 栄 n-i : 佐 久 川

Iト =L.山'i
Inn Eij 山l享

2.365 1.830 1.892

2.240 1.662 1.747

1-JIJ小の他 日/u'JlまいずれもLi'1-事.試験場や農林′判･llのtij
J■l左心仰lからj望んだ船山なTll-を的川 ナたlJq'iL',I:であるが､
搬 'Tt･'衣の本柵から採る弧 よそれよりも劣ると思わ.]Lる

ので､その′'J,iは掛こ大きくなることは16易に想像される

旧粥のTt川<'には(.i.1..Jイ(と冷I相 ミあり､ふ いでは況はによ

って苗▲D市 城7日I.われてvlるが､琉球のように脱帽TT:L
地では普通袷休かL‖いられているので､ ここでは潮11に

つV'て述べることにする｡帆IkiのlJL込み畔別は史に植付

けるE-1●l-を子EIるためには3月とする｡

TETl)ミは北駈けこあたらない所で11-1urりがよ(､排JJ(D硬

Tl'IJな+.地を選び､T寧:こ整地して L･.塊と細かく仲V,てお

く｡rn廿は 木棚107-ノレ:こ対して3卜｣J/りりして).5かし-)17

-ル し15坪-30坪)もあればよい

TnjJは 12m位Jl巾こし､長さ)也̀白:のrfJ'_日lr形の目上を造

りJ木とJJJとの間の適齢 よ30cm位にする｡

苗朕の肥料まよく塀熟した舵肥を017-)レ(3坪)-tuT

り50Kg杓:を鵜肥土して､澄他の際に 食油に 切り込んで

お くo こクこV,で)七のノj向にlFl刊に約JOcm間隔に軟さ10-

15cmの植縦を切って1集に5個の輔 .:H･を伏せ込む (坪当

り25-30個)O船J-_はIcmFg-.蛇にする

萄Ii面と幅)I

十★～ 40-ト千 1 i

30セ /テ 血蕗

717JJJにf)こ込む博一J.lti:i-,欠の41'-領で)蟹ぶ -'tでその-J,ム坤の
特徴を,FiJrI'(7したtr･?,DよV,詣であること 楓沼の大きさは

小..'Hで.i:そのJ一丈と.と751.劣る憤r'履 け'もので綿vlもの純 斤上

申'I･';:人のもD､別ち120-18eg的Ii:DもDを粍ぶ｡病苦
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f;わし､tJの杢竺_主旦五一1

tJ､, I.J′一㌧･,,′-′ 一 種土 一一ト

rヽ' /. -l 'rIl '.'',I

虫の被害もなく､又収腔の際外傷を受けてないもの､若

詔や老熟詔でなく､成熟適度のものから探ることO

選んだ種詔は､しばらく乾燥した処に貯えておくoそ
れは貯蔵期間中､休眠状態におV,て潜勢力を養うためで

ある.貯蔵中に詔の未熟のものや病零に犯されたものが

腐敗することがあるから種詔の淘汰を することができ

る｡貯えておく矧問は普通15日から30日偉であるが､種

V,もの採収時期の関係でそれ以上に延びてもよV,0

種詔は伏せ込む前に訣梗部 (普)の碑径2cm付斜に切

り落す｡それは苗の長さや太さを揃えるたに行われる｡

挿諸を苗JRに伏込むノj法には横権､縦樋があるO元来

甘藷の芽は植物学上､偲 (塊根)からtrl,る不定芽で､首

に近いもの程発育が旺偏である｡中部似下からは殆んど

卦は発年しなV,ので､縦椎でも横根でも発芽数は殆んと

変らないが横植する勘合は上謝V)芽は硬ちに地上に調わ

れ､下イIrから侶るのは曲って地Jにll'.るため4-..背がおく

れ､首の欄V,が窓くなる｡たて旭は斉一･な苗を生じ､発

芽口数は多少短縮されるようである｡台湾では斜櫨を奨

励しているo

種諸伏せ込み後の苗床は乾湿に 1分注意し乾燥過ぎる

ときは潜水し､過ぎ剛犬態のときは排水方法を構ずるO芽

が15cm付.に伸びた酌､稽いもを動かさないように 左手

で押えて患V,て､刀-:かきを行って4本位にし摘心を行っ

てえき升の発生を促すO摘心は完全に開いた集を]枚つ

けた程度とする｡ 摘心径はうすい水肥をかけて牙の発

生と伸長を促し､えき卦が45cm付に 伸びたlfl､ 26cm

付の長さに刈取って苗として植付ける oその後又水肥を

施して次の採前にをなえることにするo哉席は適宜に除

草を兼ねてFF灘 を行う.
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本 畑 の 整 地

本桐は平素から深耕を心がけ又椎厩肥､緑肥等を用い

て地力の増進を図り､植付予定より2.3週 間も前によく

耕して土かV,を砕V,て土確を風化させ降雨を待って棉付

ける｡

甘藷の栽培には畔37･.楠と平柿とかあって､その何れが

よV,かはその土地の条件その他によるが､一概にいえば

畦立植の利点は排水がよく､日光や空気に接する面が広

V,ことで湿気の多V'土地ではその効果てきめんである｡

砂r卜のような畢魅の浩を受け易い土壌では収環が少なV,

甘藷は多湿を忌む借物であるので平牌をなす圃場では

適当に排水溝を設ける必嬰カあるo又平楯の場合は圃場

全面を平椎にするより短冊形に区画して植付けると管理

に便利であるO

平櫨をする圃場は況く耕したのち元肥を施し､史に丁

寧に鞄地して土塊を砕V,て土塊柏了を平軌 こしてお く｡

粧立値の場 合は畦 中を大体1mとし､帖の高さは地

米卸から15cm (満の況さも地米廊下15cm)を標準とし

て圃場の状態によって機宜にする∩あぜの中央となるべ

き部分に元把を施し､簾となるべき両側の土を盛 り上げ

てカマボコ形とする｡そうすればあぜの間の満は約30c

m となるO尚アリモドキ壕虫やその他の土壌害虫の被害

を避けるために-ブタ籾剤か7ル ドリン粉剤を107-ル

当り6-9kgを土面に散布する｡その時土とよく混和し

てお くと効果はてきめんであるのでそれ等の使用をおす

すめする｡

肥 料

甘藷は養分吸収力の頗る強い作物なので多盤の肥料を

必要とする｡ 肥料3要素の中で加里､窒素､燐酸の順に

多く零し､加里肥料は特に重要な役割をもっている｡特

に大言酎よ小諸に比し加里成分の施用割合を増すことが肝

変である｡窒素は主として土上部の生育を盛んにするも

ので､これが不足するi･生育が貧弱となって葉は黄変し

又多すぎると葛は伸びすぎて所謂',つるぼけ,,して詔の

形成を悪くする結果となる｡燐酸は前の者程甥糾又畳は多

くないが､根の発育を促し詔の形成を助け､成熱を促進
するとともに､品質を良くする｡又組縦を強固にして災

割こ対する抵抗力を強めるといわれる｡



甘藷借に対する三要素の割合は土質その他によって異

るが大体窒素2､燐酸1､加里3の割合がよV,と思われ

る｡

近時琉球において諸件の施肥に対する関心に頗るうす

V,感じがするが､自給肥准のみを施す場合は107-ル当

ヒ川ll.尻肥1,800kg､草木灰56kgを元肥よして施して欲し

いものである｡

植 付

琉球内に患Vlての甘藷の植付けは 普通3月から10月ま

で随時に行われてVlるが､就中夏植5,6月 秋植9,10月は

最もよいとされてV,る｡しかし品種により植付期に適否

があるから各適期を選んで植付ける必要がある｡

謝苗の良否はその収量に及ぼす影響が大きV,ので良首

を挟んで植付けることが汗要である｡採苗⊥注意すべき

勢点は次の通 りである｡

], よく充実した離間の短いものを摂ぶ｡徒長して離

間の長い軟弱首では収量が少い0

2. 品種の特徴を備えたものを撰び劣変苗はさける｡

3. 葛の先端から採苗する｡葛元に至るに従い収量が

劣る｡

4 病害虫の被富を受けててなvlものを摂ぶ0

5.首の長さは大体25-27cm位にして 鋭 FTJな鎌で刈

り振る ｡

植付の方法は Ilは*.値では畦の上部両端に大仏30cmの

間隔をおいて2泉植とし､棟間は24cm位にして ｢･鳥形と

するのか標輝である｡ 33平方米 (1坪)t'Iり25-30本

の首を必要とする｡

中値の場合は 畑全面に植付けるので 常数は多 く%T･す

るo 畦問､株間共に30cmとすれば36本イ17:要し24cmにす

れば56本付必要となる｡

植付本数は品種や土地の肥せき､施肥鬼の多少､植付

時期等によって加減すべきものである｡即ち地上部の発

育良好な品種はやや本数を減らし､沃地よりもやせ地は

本数を増やし､秋値は夏櫨よりも多く植付けるなどであ

る｡

諸筒のさし方には種々あるが普通は両立値､斜構､水

平摘､嫡底値､つ り針値等があるo

TiEiLiLl-_値は苗の基部を左手に持って､右手の-ラで両角

に穴をあけ苗の先端を地上に出し常を直j7-.させてさす方

法である｡

斜値は大体45度の角度で植付けるプj法で耕土妓V,土地

で行うによvlo水平纏は苗を水平に伏せ､その先端を地

上に現わし他は地中に埋める方法である｡JflJ蕪値はlFur-の

先端を地上に現わし中央部を下方に湾曲し舟底形にさす

方法である｡つ り針樋は土中に埋める藁の基部をつ り針

形に曲げて植える)j法である.

以上何れの方法もその特徴があり収鬼に関する訊換成

績も各地区同であり､その差も極めて僅かであるornIAl

の方法でも藷笛は魅に平行にさして先端の3分1位地上に

出して軽 く足で鎮圧して地上部は直立させるようにする

柄首は土壌が 卜分に潤ってV,る時を撰んで行V,酒着や

発根を促すようにする｡植vlたみは減収のもとになる.

管 理

植付後の管理としては補摘､中期､除草､追肥､蔓上

げ､病害虫の防除等がある｡

植付けてから欠株が生じたら､なるべ く早 く補植しな

ければならないが､降雨に悪れなV,場合は離水しても行

うべきである.欠株のまま放置すれば収塵を減ずるし､

袖値が患 くれれば成熟に不揃V,を生ずるO

中耕は土壌中の空気の流通をよくし幼借物の生育を助

長することになるので除草を兼ねて植付後20日付で範1

回口を行う｡更にその後20日付経過律 第2同日を行う｡

雑草の発生状況をみて 通電 除草しなければならなV,｡

東に第1lBlの中緋と同時に うすい水肥を施して初期の生

育を旺碗ならしめる｡

甘譜の毒は肖矧 こJj/LfF]'してお くと地軸に接した節から

根をLt･.L株元の諸の形成肥大を妨げるとして萄返しが行

われてきたがその無悶諭も多い｡乾燥しがちのニト地や軽

い二L城ではその作業のための茎悠損傷かその効果を1廻

っで,ilZかある場令もあるので･tの必要もなvlが､湿潤状

態の畑では従来のように等を返転する等返しではなく､

坪に葛を持ち上げるだけの巻上げは必智である｡その時

期は 第2匝仲 排の時に蔓を傷つけないように-･且持ち上

げておろす.凝上げ後も相当日数が経過した り叉大雨の

あとなどには超が再び節から根を川,1ことかあるので､

その時はヲこ気のよV,n｢卜に諸bA卜げしたノJがよvlo

収 穫

甘藷の成熟期は植付時期や品種の早晩等によって単な

るものであるが成熟の徴候は琉球では外観 卜はっきりし

ない場合が多V,｡日本本土では10月から11月卜.iJJにかけ

て淫腰が黄饗しかかった節に一･斉収穫を行っているo

甘藷が成熟 Ul又健適期にあるということは詔のIrう職物

質である慨粉が最rL,5'に過した時のことであるD琉球では

普通夏櫓で牌付後180Ll位､秋柚で210日程で成熟期にJ壇

するから､その軌になるべ く一･斉収穫することが望まし

いo従来は/7j:R必常識だけ胤 振る酎Egがあり､今なおそ
の名残 りがあるが､圃hi,i--のtiIi如甜itlの空費､収穫i盛期

(6)



を過すろことや 卜地FIEJ川 卜からも†叩Jである｡

1｢.,l招DJ比fuq;はFltL･)i純きのITを憎んで丁寧に行う｡その
jJ､;I_Jf:よ堆-T.礎の根元6cm位IL(I/せして刈Ikって圧排易D一･端
から手打で欄上kる.
･IとJ)樅注意すべきことは､,th-を防つけないように欄 L
げろこと 小:ガや損を'&さぬように卿1はること｡;気絹け

甘 藷
1.食品として

日■..L粥は､そのまま炊いて (戎V..'よむして)食榔こする

か､îは繊粉やU)卜として加 l'_lIi=l誠し､-Er.鵜粉や臼嫌料
或は了ルコールの原料としてHvlられる｡即ち加Il_によ

ってその用途は食指としては勿論_Liyi原料としても甜範

囲に lI.つてVlるoLr..'Hljr=二の i:JJ:るものは､UlI二製造､

澱粉製造であるo

l.甘 弓持 切 千 の 製 造

け.,-H･DUJ卜には FL･-.UH二とカ覧UHlの2通りのノj法がある

(1)/(I:切 t二
!L･.UH二は､汀.消T',)(V,も粉)やアルコールDl'･itFlとし

てldi'われる,,

原料 (粉質性の臼-.i'B-が良い)を/J(洗綾切断縄文はh飽

｣二で3-5純の厚さに削る｡

･;I-Z鰍 よ通1.1I.1湯乾法によるが､)i候につV,ては 卜分注意

を払わなければならなV,｡即ち乾燥:こ妃も閥族ある嬰素

は叔fl･と湿度と帆である｡湿性拭く高t.Lj.TLで妃に帆があれ

は絃燥■よ極めて促進される｡

⑧ 蒸 u l二

,)!H)卜は葉[-の代JFは してそのまま食べたり､或V'は

にてF,ll'JJ食物とする(,

J緋 :l(付火のある粘腎性U.子細;山V,),k水洗後述龍に

入れ､約2時間蒸熟して 外F:iEを捌ぎ7-8純 の厚さにU]

るoこれを竹すのこかむしろ 卜に拡げ似乾するし,乾燥中

は1Llに2担日､'r.反転する04-5日で'応食に藍燥する.製造

の適肝ま12月から三lB_年2舶 'はでとすO即ち等凧が適く_gi.

'く(がに喋してV,る時期が鼓も良vl.庇燥磯品は俵に詰め

るか､木製prqに平に措み兎ね､神石で拝を加えて吊けば

火rrTl-.こ白粉を牛.ずるようになる,風品はあめ巴で白粉が

あるDが艇良品である｡

2.澱 粉 製 造

H.,:拭澱粉の懲遊ば家庭で†7･･-るF.主は.であれば別に器/FL･を

礁える必燦もなく､ありあわせの'('i推､器具を糾THlれ

の

(7)

ること,こうすれ:illlが.主も増し､幽Jlt:こ//-k封1.,'H,少な
くなり､彼臣のためによVIo

また桝Lり三た.折を調海してから､-/[)モ トキ苓ノ)相.i.1

こきHを､軌はったあとや､道端にl托ってあるのをよ､㌦ L受け

るが､ これ.ll.はf封1三にも影響するので､ )針 'Il/.比L･rJJ1-･にま

とめて処分することかD-7Lj壬Lv,, (島 袋 正 雄)

利 用
はよV,ので的iliiであるO

垢洲~汀.純を水洗して卸魚かJiミ鮭川肉ひき;i:‡で1りつぶ

す｡

す りつぶしたものは細いふるV,を通しJJ(をかけな71):ら

紬を/JJ･け搬粉乳をバケツなどのr/6着:Hことる,そJ)女史静

['rf'･Lてお くと約10糊Jnr1位で沈槻するから卜JJ(LJ持て､LJl

にJJhi.:((約3倍j,と)の水を加え､ か くはん静パ′ル て沈槻
させ 卜.水を捨てるO比の抹17･,'1-枚 r‖1線返して行-1は､/F.:

1&L粉を得る. Ll-"'純:.ikt粉は色が?iv,のでTl',--ihTる必瀕

がある｡与とず触殿扮40-50kg をおけに人ノIL､I.'く,+i-加え

て泥帆 こし､たT的 液(I:T享白粉100g;C適王,tD水をlJH.-i,i_uZ統さ

ん 40ミリ:(-_添 JJHLた しラー'd液)を加えてか くは･',,し､
1､2特別校多 t.ヒDJJ(/a_I-加 えてかくはん沈 澱させ 二LJJ(

を捨てる｡射 こ数ILll沈澱(1:芸を敗返して北.[1(',>L-.r･､､ゴーと

後に沈澱した澱粉をIlか)LLiして陽乾し192品と7rT

3.その他の甘藷カロ工品

◎ lr.消せんベV,

よく水洗V,した甘絹を5ミリ付のJ',-iさに輸U川 とL Y.I

11陽乾後よく煮1_つた油で揚げる｡揚げた1L.:k;.｣こp'17めな
V,うちに食lILlI淡 は砂膳を蹴 りかけで荘燥すると,:リパ リ

したをLv,甘味のある,;托せんへV,/)'･侶来るo

⑧ -)( 乍 vl も

甘.洞を10-15粍位J)厚さに輪UJよし蚊を剥ぎ上り､よ

く｢7ク｣を抜 くOアク抜きした Lr.粥D水ltTl･(rTHでjk

り､余 り炊過ぎない油で揚げるO揚がったら巾で)に砂研

蜜に通してV,つたゴマを少 握々って什 卜.ける ItlItも酢iJl

で､ll.ySの風味があり､なかなか 丹姥である

③ V,もか りん 膳

LU,純は水芸(の少V,ものを選び､枝をむき､巾.-1･こLiさ7

センチのせん切とするOこれを絹vl食LIrl･LJJ(てlo;1位ひた

して7クを抜き､ざるに上げて;告く｡

7ク抜きしたせんUJをにT-:['.った油で掛 J=る これを砂

糖塞 (砂折を同iiD水でにni舐めて作る)中に/JL､素Jf7･

く】はり上げ､弱火で蜜がすっか t)からからになる壬で乾

燥する｡これがいもか りん折である (富 里 興 信)


